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( 1 ) C O 2 削 減 ・ 吸 収 量 増 加 の た め の 課 題  

1 ) 省 エ ネ の 促 進 と 再 エ ネ の 拡 大  

 日 本 の 電 源 構 成 は 、 約 7 5 % が 火 力 発 電 で あ る 。 火 力

発 電 は 、 化 石 燃 料 の 燃 焼 時 に 大 量 の CO2 を 排 出 す る 。

こ の た め 、 電 力 消 費 を 抑 制 す る 取 組 や 、 化 石 燃 料 に 依

存 し な い 電 力 供 給 が 必 要 で あ る 。 よ っ て 、 電 力 需 給 の

観 点 か ら 、 省 エ ネ の 促 進 と 再 エ ネ の 拡 大 が 課 題 で あ

る 。  

2 ) 3 0 b y 3 0 の 実 現  

 現 在 の 森 林 等 に よ る C O 2 吸 収 量 は 約 5 0 百 万 ト ン で

あ り 、 C O 2 排 出 量 に 対 し て 約 5 % と 少 な い 。 こ れ は 、

C O 2 吸 収 源 で あ る 森 林 が 人 間 活 動 に よ り 減 少 し た こ と

や 、 植 林 を 行 う 担 い 手 の 不 足 に よ り 高 齢 化 人 工 林 が 増

加 し た こ と 等 が 原 因 で あ る 。 こ の た め 、 都 市 緑 化 や 植

林 等 を 通 じ て 、 C O 2 吸 収 源 を 増 加 さ せ る 必 要 が あ る 。

よ っ て 、 自 然 と の 共 生 の 観 点 か ら 、 3 0 b y 3 0 の 実 現 が

課 題 で あ る 。  

3 ) 電 気 自 動 車 （ E V ） に 対 応 し た イ ン フ ラ の 整 備  

 日 本 の C O 2 排 出 量 の 約 1 5 % が 、 自 動 車 に よ る も の

で あ る 。 こ の C O 2 排 出 量 を 削 減 す る 方 法 と し て 、 E V

の 普 及 が あ る 。 し か し 、 現 状 の E V の 普 及 率 は 、 5 % 程

度 と 低 い 。 E V が 普 及 し な い 原 因 と し て 、 山 間 部 を 中

心 と し た 地 方 の 充 電 ス タ ン ド 不 足 や 、 都 市 部 で の 充 電

渋 滞 の 発 生 等 が 挙 げ ら れ る 。 よ っ て 、 交 通 の 観 点 か

ら 、 E V に 対 応 し た イ ン フ ラ の 整 備 が 課 題 で あ る 。  
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( 2 ) 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 最 重 要 課 題 は 、「 省 エ ネ の 促 進 と 再 エ ネ の 拡 大 」 で

あ る 。 理 由 は 、 エ ネ ル ギ ー 部 門 の C O 2 排 出 量 は 全 産

業 の 中 で 約 4 0 % と 最 も 高 く 、 他 の 課 題 よ り も 効 果 が 大

き い と 考 え た か ら で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

1 )  Z E H の 普 及 促 進  

 住 宅 の エ ネ ル ギ ー 収 支 を ゼ ロ 以 下 に す る た め に 、 省

エ ネ と 創 エ ネ を 実 現 で き る Z E H の 普 及 を 促 進 す る 。  

Z E H の 普 及 策 と し て 、 Z E H 水 準 の 住 宅 の 購 入 者 に

補 助 金 を 交 付 す る な ど 支 援 制 度 を 設 け る 。 技 術 面 で

は 、 新 築 と リ フ ォ ー ム の 両 面 に 適 用 し や す い 断 熱 性 能

に 優 れ た 建 材 を 開 発 す る 。 断 熱 性 能 の 向 上 に よ り 、 室

温 の 変 動 が 少 な く な り 、 快 適 性 が 向 上 す る と と も に 、

光 熱 費 を 抑 制 し Z E H 導 入 の イ ン セ ン テ ィ ブ と す る 。  

2 ) 道 路 イ ン フ ラ を 活 用 し た 再 エ ネ の 導 入  

道 路 の 日 常 管 理 に お け る エ ネ ル ギ ー 消 費 量 は 、 約 8

割 が 電 力 使 用 に よ る も の で あ る 。 こ れ を 再 エ ネ で 賄

う 。 具 体 的 に は 、 高 速 道 路 の 料 金 所 の 上 屋 、 中 央 分 離

帯 、 暫 定 2 車 線 区 間 の 未 利 用 地 等 の 道 路 空 間 を 活 用

し 、 太 陽 光 発 電 を 行 う 。 ま た 、 太 陽 光 パ ネ ル を ア ス フ

ァ ル ト 舗 装 の 上 に 敷 き 詰 め る 路 面 型 太 陽 光 発 電 を 導 入

す る 。 発 電 し た 電 気 は 、 エ ネ ル ギ ー の 損 失 を 最 小 限 に

す る た め 、 E V の 充 電 や 蓄 電 、 道 路 の 照 明 等 、 太 陽 光

パ ネ ル の 近 傍 で 利 用 す る 。  

3 ) カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル ポ ー ト （ C N P ） の 整 備  
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国 際 物 流 の 拠 点 で あ る 港 湾 に お い て 、 燃 焼 時 に C O 2

を 排 出 し な い 次 世 代 エ ネ ル ギ ー で あ る 水 素 や ア ン モ ニ

ア を 受 け 入 れ る た め の C N P の 整 備 を 行 う 。 例 え ば 、

洋 上 風 力 発 電 や 太 陽 光 発 電 で 発 電 し た 電 気 で 水 を 電 気

分 解 し 、 水 素 を 製 造 す る プ ラ ン ト を 整 備 す る 。 ま た 、

海 外 か ら 輸 入 す る 水 素 や ア ン モ ニ ア を 安 全 に 積 み 込

み 、 貯 蔵 す る 施 設 を 整 備 す る 。 そ の 他 、 水 素 や ア ン モ

ニ ア を 、 火 力 発 電 所 や 製 鉄 所 に 運 搬 す る た め の パ イ プ

ラ イ ン を 整 備 す る 。  

( 3 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

1 ) 分 散 型 電 源 の 増 加 に よ る 電 力 品 質 の 不 安 定 化  

 解 決 策 を 実 行 す る こ と に よ り 、 太 陽 光 等 の 分 散 型 電

源 の 割 合 が 増 え る 。 分 散 型 電 源 は 、 供 給 量 が 天 候 に 左

右 さ れ る た め 、 電 気 の 品 質 が 不 安 定 に な る リ ス ク が あ

る 。 対 策 は 、 調 整 力 の 高 い 揚 水 発 電 や 蓄 電 池 の 活 用 、

電 力 の 広 域 運 用 に よ る 調 整 、 C E M S や F E M S 等 の エ ネ

ル ギ ー マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 活 用 で あ る 。  

( 4 ) 業 務 遂 行 の 要 点 ・ 留 意 点  

 技 術 者 倫 理 の 観 点 か ら 必 要 に な る 要 点 は 、 社 会 全 体

に お け る 公 益 を 確 保 す る 視 点 と 、 安 全 ・ 健 康 ・ 福 利 の

優 先 で あ る 。 社 会 持 続 性 の 観 点 か ら 必 要 に な る 要 点

は 、 環 境 ・ 経 済 ・ 社 会 に お け る 負 の 影 響 を 低 減 し 、 安

全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築 し て 維 持 し 続 け る

視 点 を 持 つ こ と で あ る 。 業 務 遂 行 の 各 段 階 で 、 常 に こ

れ ら を 意 識 す る よ う に 留 意 す る 。       以 上  


